
墨 田 区（報道） 

                  令和7 年８月20 日 松浦 
～ 演奏で「音楽のチカラ」を実感！ ～ 

すみだ子どもＰＲ大使がプロの
演奏家と楽曲作りに挑戦！ 
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《写真》ワークショップの様子（8/19 撮影） 
 
 
 
  

 
 

 
 
 
 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

「すみだ子どもPR 大使」とは、区内在住の小学３～６年生の子どもたちに、子どもならではの感性や
視点を通して「すみだの魅力」を発信してもらうことで、地域の発展に関わる区民を増やし、地域への
愛着をさらに深めてもらうことをめざした取組です。活動期間は２年間で、平成29 年度から任命が始
まり、今年で8 期目を迎えました。今年度は19 名の子どもたちが活動しています。 
 ８月19 日（火）、大使たちはすみだトリフォニーホールで、新日本フィルハーモニー交響楽団主催
の楽曲づくりワークショップに参加しました。 
 新日本フィルハーモニー交響楽団は、区が「音楽都市構想」を発表した1988 年に、全国初となる、
区とオーケストラ団体とのフランチャイズ契約を結んでおり、すみだトリフォニーホール（墨田区錦糸
1-2-3）を本拠地として活動している団体です。これまで、区内福祉施設でのふれあいコンサートや小・
中学校体育館で行われる本格的なコミュニティコンサートの開催、区内各地でのワークショップ開催
など、区とともに音楽あふれるまちづくりを行っています。 
 今回のワークショップは、「すみだの夢応援事業」として採択された、新日本フィルハーモニー交響
楽団が実施する『音楽の力で人とまちを元気に 2025』のプロジェクトのひとつで、プロの演奏家との
曲作りを通して、創造性やコミュニケーション能力の向上、音楽を深く知るきっかけとすることを目的
としています。 

テーマは「トトロのキャラクターに曲をつけてみよう」。最初に団員によるトトロメドレーの演奏を
聴いたあと、それぞれのキャラクターごとに３つのグループに分かれて、トライアングルやタンバリン
などの楽器を使用した曲作りを行い、発表しました。最後には、作った曲を団員の皆さんと一緒に演奏
し、全員で「今日の一曲」を完成させました。 
 ワークショップを終えて大使たちは、「みんなでイメージを膨らませるといろいろな楽曲が作れた。」
「初めは難しいと思ったけど、楽器ひとつでもいろいろなたたき方や音の出し方があって楽しかった。」 

など、とても満足した様子でした。 
団員の村松さんは、「音楽ひとつで感情も変わる。これからたくさん聴いてみてほしい。」と話し

ます。 
 新しい発見や発想する楽しさを学んで、夏休みに貴重な体験をしたすみだ子どもPR 大使の更なる活
躍にご期待ください！ 

 



《関連ＵＲＬ》 
★すみだの夢応援助成事業 

https://www.city.sumida.lg.jp/kuseijoho/sumida_kihon/governance/yumeouen_jyoseijigyo/index.html 
 

★新日本フィルハーモニー交響楽団×ふるさと納税 「音楽の力で人とまちを元気に2025」について 
https://www.njp.or.jp/news/11419/ 

 
 
《問合せ》企画経営室 広報広聴担当 ℡03-5608-6220 

※ お問い合わせは午後5 時までにお願いします。 


